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イタ ヤ ガイ天 然採 苗試 験 に お いて,採 苗 を よ り安 定 的 にす す め る ことを 目的 として,採 苗 器 の設

置 ・回収 を く りか えす 調査 を実 施 し,付 着個 体数 及 びそ の殻 長組 成 か ら浮遊 幼生 の 出現状 況 付 着

過 程,採 苗器 の設置 適期 につ い て検討 した 。採苗器 は塩 化 ビニ ール製 波板(30c"e×60cm)を 玉 ね

ぎ袋 に収 容 し採 苗施 設 とーした 。 この採 苗 器 を1980年10月25日 か ら1ヵ 月 お きに1981年3月 まで

投 入 し,そ の際,過 去 に投 入 した浸漬 期 間 の異 な る採 苗器 を回収 した。 回収 した採 苗器 に付 着 した

イ タヤ ガ イは,ハ ケ です べて 洗 い落 と し,約5%の ホル マ リン液 で固定 した後,実 体 顕微 鏡下 で他

の付 着物 と分離 し,ミ クロメLタ 及 びキ ャリパーで殻 長 を測 定 した。 その結 果,付 着 稚貝 は12月 か ら

6月 と長期 に渡 って い る こ とか ら浮 遊幼 生 は長 期 間 出現 してい る と推定 され るが,そ の盛 期 は1月

下 旬か ら2月 下 旬 と推 察 された 。 これ らは付着 盛期 に集 申 的 に付着 した もの で あ り,採 苗 器 は その

直 前,も し くは それ よ り1ヵ 月程 度 前 に設 置 す る こ とが 効率 良 い採 苗 をす る上 で望 ま しい と考 え ら

れ た。




